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【手続補正書】
【提出日】平成29年5月8日(2017.5.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）損傷細胞の細胞外空間に露出されているホスファチジルセリンに結合特異性を有
する標的化ドメイン、ここで該標的化ドメインはアネキシン、またはそれらの断片である
；および
　（ｂ）組織の細胞表面に関する増殖因子受容体に結合特異性を有する活性化ドメインで
あって、該活性化ドメインが該増殖因子受容体にさらされると、組織の再生または生存を
調節するように該活性化ドメインが該増殖因子受容体に結合する；
を含む二重特異的融合タンパク質。
【請求項２】
　活性化ドメインが、線維芽細胞増殖因子、ニューレグリン／ヘレグリン、インスリン様
成長因子、肝細胞増殖因子、血管内皮増殖因子、間質細胞由来因子、血小板由来増殖因子
、テラトカルシノーマ由来増殖因子、マスト細胞／幹細胞増殖因子、高親和性神経成長因
子、ＢＤＮＦ／Ｎ－３増殖因子、ＮＴ－３増殖因子、骨形態形成タンパク質、それらの変
異体、それらのアイソフォーム、それらの断片およびそれらの組合せからなる群から選択
される、請求項１に記載の融合タンパク質。
【請求項３】
　標的化ドメインが、１０－６Ｍから１０－１２Ｍの範囲の解離定数Ｋｄで、標的分子と
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結合する、請求項１に記載の融合タンパク質。
【請求項４】
　アネキシンが、ホスファチジルセリン結合親和性を維持している間、アネキシンの内在
化を減少させるように改質されたものである、請求項１に記載の融合タンパク質。
【請求項５】
　融合タンパク質が、細胞動員、アポトーシスの抑制、および／または、細胞増殖の誘導
を促進する、請求項１に記載の融合タンパク質。
【請求項６】
　融合タンパク質が、細胞の損傷を防ぎ、細胞の成長を促進し、幹細胞の運動性を促進し
、幹細胞の分化を促進する、請求項１に記載の融合タンパク質。
【請求項７】
　組織が、心臓組織または腎組織、骨、軟骨、間接、皮膚、肝組織、膵臓組織、血球、肺
組織、または神経組織である、請求項１に記載の融合タンパク質。
【請求項８】
　活性化ドメインがＮＲＧ１ｂｅｔａ、ＩＧＦ１、ＳＤＦ－１、ＩＬ－３３、それらの変
異体、それらのアイソフォーム、それらの断片およびそれらの組み合わせからなる群から
選択される、請求項１に記載の融合タンパク質。
【請求項９】
　医薬上好適な担体および治療上有効量の請求項１～８のいずれか１項に記載の融合タン
パク質を含む、医薬組成物。
【請求項１０】
　さらに幹細胞を含む、請求項９に記載の医薬組成物。
【請求項１１】
　組織再生を調節するように、対象の組織損傷を治療するための、請求項９または１０に
記載の医薬組成物。
【請求項１２】
　請求項１～８のいずれか１項に記載の融合タンパク質をコードする核酸分子。
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